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8実験動物とワクチンの品質管理
一日本脳炎ワクチン力価試験用マウスの検討-



















































































































































A群 (No.28マウス) B群 (引佐マウス)
血清番号 入荷1 入荷2 入荷3 血清番号 入荷1 入荷2 入荷3
1 1.97 2.73 3.00 1 3.46 3.36 2.81
2 1.48 1.91 2.42 2 2.52 2.23 2.06
3 2.78 1.83 1.89 3 2.51 2.70 2.41
4 1.61 2.79 0.98 4 1,97 2.52 2_Ol
5 1.51 1.76 2.94 5 2,93 2.18 2.22
6 1.62 0.49 1.31 6 1,50 2.73 3.ll
7 3.07 2.45 0.75 7 2.46 2.50 3.05
8 1.77 2.59 1.49 8 2.10 1.57 2.23
9 3.18 1.63 2.08 9 3.14 2.52 2.41
10 2.12 2.71 0.84 10 1.71 2.23 0.46
平均値 1,99 平均値 2.39
最大値 3.18 最大値 3.46
最 小値 0.49 最小値 0.46
棲準偏差 0.7312 標準偏差 0.6069
2)10匹プール血清
A群 (No.28マウス) B群 (引佐マウス)
血清番号 入荷 1 入荷2 入荷3 血清番号 入荷1 入荷2 入 口3
1 2.70 2.13 2.34 1 2.75 2.55 2.79
2 2.89 2.20 2.34 2 2.32 2.81 2.73
3 2.02 2.65 2.08 3 2.68 2.60 3,02
平均値 2.37 平均値 2.69
最大値 2.89 最大値 3.02
最小値 2.02 最小値 2.32
棲 準 偏 ■差 0.3067 標準偏差 0.1946
3)15匹プール血清
A群 (No.28マウス) B群 (引佐マウス)
血清番号 入荷1 入荷2 入荷3 血清番号 入荷1 入荷2 入荷3
1 2.38 2.31 2.61 1 2.64 2.59 2.77
2 2.85 2.49 2.61 2 2.39 2.77 2.68
3 2.80 2.90 2.41 3 2.51 2.42 3.03
平均値 2.60 平均値 2.64
最大値 2.90 最大値 3.03
最小値 2.31 最小値 2.39
棲 準 偏 差 0.216 標準偏差 0.1993
4)30匹プール血清
A群 (No.28マウス) B群 (引佐マウス)
血清番号 入荷 1 入荷2 入荷3 血清番号 入荷1 入荷2 入荷3
1 3.04 2.14 2.65 1 3.00 2.64 2.69
2 2.64 2.50 2.91 2 2.57 2.89 2.84
3 2.72 3.06 2.85 3 2.71 2.57 3.02
平均値 2.72 平均値 2.77
最大値 3.06 最大値 3.02
最小値 2.14 最小値 2.57
標準偏差 0.2887 標準偏差 0.1738
5)90匹プール血清
A群 (No.28マウス) B群 (引佐マウス)
血清番号 入荷 1 入荷2 入荷3 血清番号 入荷1 入荷2 入 口3
1 2.87 2.93 2.74 1 2.71 2.88 2.84
平均値 2.85 平均値 2.81
最大値 2.93 最大値 2.88
最小値 2.74 最小値 2.71
ll
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マウス群 入荷番号 ワクチン希釈8倍 16倍 32倍 64倍
No.28マウス 1 3.29 2_96 2.59 1.82
3.44 2.51 3.01 1.32
2 3.28 2.97 2_83 2.66282 8 3.09 7
3 3.1 3.07 2.24 1.224 269 02 209
平均 3.178 2.833 2_63 1.968
分散 0.04546 0.04339 0.18436 0.40618
回帰式 y=-1.273x+4.378
引佐マウス 1 2.89 2.64 2.45 2_21
3.33 2.87 2.53 2.32
2 3.22 2.91 2.66 1.6446 32 4 _55
3 2.98 3.12 2.8 1_92327 294 67 .5
平均 3.192 2.948 2.585 1.932
分散 0.04678 0.04014 0.02291 0.0919
14
らに考察してみた｡図6は､今回実施した1993年
の､No.28マウスと引佐マウスに加えて､1983年お
よび1991年のNo.28マウスの個別血清の中和抗体価
を示した｡実験に使用したワクチンは､今回と同様
全て参照日本脳炎ワクチンLot181である｡ 1983年
のNo.28マウスと今回の引佐マウスは､分布がよく
似ており､また分散も有意差がなかったが､1991
年と1993年の成境では､それらと異なり中和抗体
価が1.0を下回る検体が多数認められた｡1983年前
後の成境および1983年以後8年間の成勅 書ない為､
断定することは出来ないが､No.28マウスの性状に
変化があったのではないかと推測される｡ また
No.28マウスと引佐マウスの生産方法を考えた場合､
両マウスともに種親になるマウスは､SPFマウス
で6群間循環交配方式によるオス1メス1の常時同
居交配であり､さらに生産集団の交配方法もオス1
メス3方式で同じである｡これらのことを考慮する
と､今回の分散借の違いの原因は一過性であること
が考えられ､今後長期にわたる経時的な検討が必要
である｡ しかし､今回の実験結果では飼育環境が異
なるとこのような違いが出る可能性がある事は否定
できず飼育環境は検定を行う上での重要な要因であ
る事が再認識された｡ 最後に､今回の実験に使用
したワクチンは､1987年以前のワクチン株で､現
在当会が輸出用として製造している中山株ワクチン
であるが､現在国内で使用されているワクチン株で
ある北京株についても今後同様に検討していきたい
と考えている｡
